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コメント 

 地球の深部における物質の状態は、⾼温⾼圧という条件ゆえ
に、なかなか研究が難しい⼀⽅、⽔を起源とする⽔素の地球内
部での存在は、核の密度・サイズ推定に⼤きく影響するだけで
なく、物性にも⼤きく影響する。本研究は、物質中の⽔素の位
置を決定できる中性⼦回折を⼿段とすることで、地球深部を模
した物質の状態を調べようとする研究計画であり、インパクト
の⼤きな研究成果が期待できる。既に、応募者らは⾼温⾼圧条
件で中性⼦回折実験を⾏える装置群を開発しており、本研究の
遂⾏により、更に世界をリードする研究成果が期待できる。 
 

  

  


